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大門・本町通りまちづくり委員会第 17 回委員会が開催されました。 （平成2８年１０月２0日）

　大門･本町通りまちづくり委員会第１７回委員会が平成２８年１０月２０日（金）、１８時３０分からオフィス N

にて開催されました。議事は以下の通りに進行されました。

　　　　　　　　　　

　　第１７回大門・本町通りまちづくり委員会

　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成２８年１０月 2０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 6 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　オフィス N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　次　　第

1.　 開　会

2.　委員長挨拶

3.　植樹マス・街路灯について　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　大門・本町通りまちづくり委員会
　

4.　遺跡調査について　　　　　　　　　　　　文化財保護室　
           

5.　今後の事業計画について　　　　　　　　由利地域振興局

6.　閉　会　
　　　　　　　　　　
　　　

　　　　　　　　大門・本町通りまちづくり委員会

植樹マス・街路灯について　（大門・本町通りまちづくり委員会）　　

資料 1

　

　先に植樹マスについて下記に記載の資料 1 により説明があり

ました。

　歩道には電線地中化のための電線共同溝が設置されます。そ

のため植樹マスを設置できる場所は限定されてきます。

植樹マスの設置可能な場所は、資料１の図面で赤く塗っている

6 ケ所になっており、隣接する宅地の方に設置の有無のアンケ

ートを行っております。その結果 3 ケ所で植樹マス不要という

アンケート結果になりました。その他交差点付近の植樹マスは

安全確保のため設置できません。

　アンケートの結果などを踏まえ設置可能な場所は 2 ケ所です。

植樹マス設置が 2 ケ所のみですと設置しないほうがいいのではな

いかとまちづくり委員会より報告がありました。出席者の方々の

賛同もあり植樹マスは設置しないということになりました。

　西側を設置しないため東側も設置しないということになりまし

た。

…  植樹マスの設置可能場所

××

××

××
××〇〇 〇〇

協議の結果、植樹マスは設置しません。



　次に街路灯について下記資料により報告がありました。

街路灯は赤丸印の 5 ケ所の予定です。青丸印は道路照明灯です。街路灯の設置費用は、商店会への移転補償費で行

います。まちづくり委員会では、設置可能な街路灯を商店会へ提案いたします。

　街路灯のデザインは補助金の有無なども確認しながら予算内に設置できるものを提案していきます。街路灯の灯り

の色は白っぽい昼白色とやや赤みがかった電球色が選べますが互いの特徴なども考慮した結果より明るい昼白色の方

が良いということになりました。

街路灯 道路照明灯

事業の進捗状況などは　由利地域振興局　建設部用地課　用地･管理班　℡0184-22-5437

地区計画・まちづくり協定は　由利本荘市　建設部都市計画課　℡0184-24-6332　

ホームページを開設いたしました。アドレス http://daimon-honcho.com/ 大門・本町通りまちづくり委員会で検索
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Ｂタイプの街路灯で比較
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遺跡調査について　　　　　（文化財保護保護室）　　

　遺跡の調査は、西側の北側を 29 年 5 月より遺跡調査し 2・3 ケ月で終わる予定です。その後、南側の建物移転の

進捗状況に合わせて進めていきたいとのことです。

今後の事業計画について　　　（由利地域振興局　建設部）　　

　今後の予定は、西側の北側の発掘調査が終わり次第電柱の移設から工事を進めていく予定です。東側の建物調査は

30 年度を予定しておりますが、予算の都合にもよりますが早ければ 29 年度より進めていく予定とのことです。平

成 31 年度には西側の道路の完成予定となります。平成 35 年度の全線完成見込みとなりそうです。　　
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